
資料６

◆　民間施設の協力体制（１）【Ⅰ】 　　　　　　　　　　　　　 ◇　活動の場に関する情報提供（３）【Ⅱ－イ】

◆　公共施設の有効活用（１）【Ⅰ】 ◇　団体が市の事業を請け負う仕組みづくり（５）【Ⅱ－ア】

　 ◇　協働コーディネーターの配置（７）【Ⅱ－ア】

◆　基金の設置検討（２）【Ⅰ】 ◇　学生向けインターンシップの実施（４）【Ⅱ－ア】

　

◇　協働の評価・検証の仕組み（７）【Ⅱ－イ】

◇　協働研修の実施（７）【Ⅱ－イ】

◆　協働の制度や在り方（７）【Ⅰ】 ◇　活動状況や課題を把握するための調査の実施（３）【Ⅱ－イ】

◇　市民活動補償制度（２）【Ⅱ－イ】

◇　団体の情報提供（３）【Ⅱ－イ】 　　　　　　　　◇　寄付金や寄付金付き自動販売機の設置検討（２）【Ⅱ－ア】 ◇　市民参画が施策につながる仕組みづくりの検討（５）【Ⅲ】

◇　助成金情報の提供（３）【Ⅱ－イ】

◇　世代に関係なくワークショップの実施（４）【Ⅱ－ア】

◇　個別で協働している事業の公開（３）【Ⅱ－ア】

　　　　　　　　　　　　　◇　運営マネジメント講座の実施（４）【Ⅱ－イ】 ◇　新たな協働の参考となる情報提供（３）【Ⅱ－ア】

◇　SNS等利用しやすい形での情報提供（３）【Ⅱ－イ】

　　◇　中間支援組織同士の連携（６）【Ⅲ】

◆　協働の手引きの作成（７）【Ⅰ】

（職員・市民向け）
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１ 分類

・【Ⅰ】…優先度が高く、短期的（１～２年）に実施していくもの

・【Ⅱ-ア】…優先度がやや高く、中期的（３～５年）に実施していくもの

【Ⅱ-イ】…現状の取り組みを継続しながら、充実を図るもの

・【Ⅲ】…充分に検討しながら、段階的に実施していくもの

２ 重点策

・◆…重点的に取り組む事業

３ その他

カッコ内は、指針の項目番号


